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第３回 下野市総合計画市民懇話会 

グループ発表まとめ 

 
日 時  平成 22年 12月 7日（火） 午後 1時 30分～４時 30分 
場 所  下野市ゆうゆう館会議室 
出席委員  陣内雄次会長、吉田武雄委員、尾花重吉委員、海老原新子委員、松本文男委

員、山口和男委員、加藤芳江委員、木村保弘委員、大橋正明委員、今井清起

委員、大塚博委員 
欠席委員  細川剛規委員、鈴井祐孝委員、石島勇委員 
 

【テーマ】 

 下野市における福祉・保健・医療の良いところと悪いところについて 

  ○・・・良いところ 

  ●・・・悪いところ 

（良いところと悪いところを書き出した後、それぞれ関連する項目ごとに集約・グループ

化し、グループ間の関係性について整理） 

 

Ａグループ 

 

（１）児童福祉 

○ 保育園内での保育士の指導が良い 
○ 学童保育の体制がよくできている 
● 子育て支援が不充分 
● 子育て支援に対する具体的な運用について不明瞭 

 
（２）高齢者福祉 

● 健康な高齢者の社会参加を！ 
● 高齢者の健康づくりの機会をつくってもらう（多くする） 
● 高齢者福祉で時間的に余裕を見つけて運動することが必要 
● 老人で運動に参加しない人がいる。運動すれば健康になるのに 

 

（３）健康づくり施設 

● きらら館に食堂がほしい 
● 健康づくり施設がうまく利用されていない ←有効利用をもっと考えるべき 

 

（４）医療体制 
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○ 高度医療体制は自治医大を中心にして充実している 
○ 下野市の医療体制はよくいっている方だ 
● 生活習慣病・健診に対する啓蒙の強化不足 
● 救急医療体制で対応される医療施設でつっけんどんのところがある 
● 市立医療機関の連携不足（休日・夜間等の救急） 
● 医療・医院・病院への苦情の受付体制 
● 子宮頸がん予防ワクチンについては、対象もれの救済 ←有効年齢の内に実施中 
● かかりつけ医者のすすめを！ 
● 人間ドックの受診率が低い 

 

※福祉・保健・医療環境（※・・・ディスカッション後、事務局が考えた小見出し。） 

・（２）高齢者福祉、（３）健康づくり施設、（４）医療体制を総じて以下のことが言える

のではないか。 

○ 福祉保健医療についてはおおむね良好である 
● 予防医学日本一をめざせ 
 

【キャッチフレーズ】 

さらなる向上を目指す！ 
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Ｂグループ 

 

（１）子ども 
○ 子育て支援では若い母親たちへのお手伝いとして託児や子育てについて話し合い    

をしたりしている 
● 子どもの人権尊重？ 

 
（２）高齢者 

＜元気高齢者対策＞ 

● ひとり暮らし高齢者対策 
● 独居老人の所在が不明であり、地域住民が補助しづらい 
● シニアのたまり場（サロン）一人でも 
● 空き店を利用し老人の集会場を 
 

＜報償＞ 

○ 敬老会の祝い金は下野、鹿沼だけだというので続けてほしい。大変良いことです。 
● 敬老会式は従前のとおり実施願いたい 

 

＜支援体制＞ 

● ボランティアへの支援システム 
● コミュニティビジネスの創出 
● 地域活動支援センターも地域ごとにありますが、あまり利用者がいないようだ 
● ライフサポート（個々の生涯にそって） 

 
● シルバー人材センターへの助成費は仕事の確保によりまかなうよう 

 
＜健康づくり＞ 

○ 高齢者の健診はよい 
● 生活習慣病対策のＰＲを多くする 
●生涯対策と健康づくり 

 
 【グループ発表後のコメント】 

   ◇健康づくりを推進し、元気な高齢者の支援は重要である。一方で、独居老人の数の
把握や高齢者支援を行う際に個人情報の扱いの難しさはある。 
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（３）健康福祉施設 

○ 健康づくりに対し、きらら館は利用者も多く施設の整備も整っていると思う 
● きらら館、ふれあい館の赤字削減問題 
● ゆうゆう館等（３館）の運営についてはどうなのか 
● きらら館、ふれあい館の立地問題（高齢者などが車以外では不便） 

 
● 障がい者の自立支援（賃金の確保）いまいちと思う 

 
● 生活保護世帯の基準はどのようになっているのか？ 

 

（４）医療 

＜医療機関＞ 

○ 自治医大付属病院を中心に病院が充実している 
● 多様な診療所の集積ゾーン 

 
＜保険医療費＞ 

○ がん検診の無料化は良い 
○ 妊婦に対する健診も補助も多く出している 
○ 医療体制は市内整備されていると思う 
● 国民健康保険料金が高くないか？（県外も含め他市に比較して） 
● インフルエンザの予防接種料金を安くする 
● 医療・保険制度の持続的対策（セフティーネット） 
● 低所得者（年収 200万円以下）への医療支援策は？ 

 
（５）民生費 
○ 民生委員の活動は良く行っている 
● 民生委員も活発な活動をしている人もいるが、何をしているかわからない人もい  
     る 

 
（６）その他 
● 動物の適正飼育 
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【テーマ】 

 下野市における教育・文化の良いところと悪いところについて 

  ○・・・良いところ 

  ●・・・悪いところ 

（良いところと悪いところを書き出した後、それぞれ関連する項目ごとに集約・グループ

化し、グループ間の関係性について整理） 

 

Ａグループ 

 
（１）学習 

○ ファミリエ運動が浸透してきている 
○ 幼稚園就園奨励金は大変良い！ 
● 生涯学習として種々あるが、もっと数多く行い(有料でも OK)活動支援を願いたい 

 

＜情報教育＞ 

● 小中学校コンピュータ学習の充実 
● 社会人が習えるコンピュータ施設がほしい。旧国分寺にはあったが廃止された 
● 小中学校のコンピュータ管理について疑問有り 
● インターネット利用者が限られている。利用者が広がる支援を！ 
● ｅ－ラーニングシステムの活用方法を具体的にする必要性有り 

 
＜図書館＞ 

○ 国分寺の図書館は利用者が多いと思う 
● 学校図書の整備不足 

 
（２）人権教育 

・人づくりという面で、人権教育は（４）青少年健全育成と（７）地域間交流と関連

があるのではないか。 

● 人権教育がいまひとつでないか 
● いじめ、不登校、とじこもり生徒、児童への取り組みが不十分 

 

（３）スポーツ 

  ・スポーツの振興を図るには（５）文化の振興と同様に施設整備も必要ではないか。 

○ スポーツ関係の活動により人間形成に役立っている 
○ 市内のスポーツ活動が盛んである。健康づくりによいことである 
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○ ３地区に総合型スポーツクラブができ、多くの人が参加できるようになった 
○ 中学生の全国中学校総体に参加しているものがいる 
● 観客席がある体育館がない 
● 総合運動場、文化会館がない（市民一体感につながる） 

 

（４）青少年健全育成 

  ・人づくりという面で、青少年健全育成は（２）人権教育と（７）地域間交流と関連

があるのではないか。 

● 青年リーダー育成に力を入れてもらいたい 
● 青少年団体への手厚い補助を！ 

 
（５）文化施設 

  ・文化の振興を図るには（３）スポーツと同様に施設整備が必要ではないか。 

● 全市で取り組める施設がない 
● 大ホールを持つ公民館がほしい 
● 市民ホールをつくる（拠点） 
● 隣の壬生町に比べて文化（音楽界・観劇会）会がない（有料で可） 
● 統一キャンペーン（文化祭、演芸会）などができない 

 
（６）文化 

○ 文化遺産の保存は大変よくできている 
○ 文化遺産の保存・活用はうまくできている 
● 文化遺産、尼寺、薬師寺の PRが少ないため淋しい。もっと活発にやるべきではな 

いか 
● 文化遺産の活用をうまく行っていない。PR不足（観光と結びつかない） 

 
（７）地域間交流 

・人づくりという面で、地域間交流は（２）人権教育と（４）青少年健全育成と関連

があるのではないか。 

○ 地域間交流は子どもたちを育む良い機会だ 
○  地域間交流として、他都市と密接な関係を積極的に結ぶことを国分寺町限りでな

く他の旧町もやり、少なくとも３市と 
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Ｂグループ 

 

（１）教育 

＜学校教育＞ 

○ 児童表彰事業は続けて行う 
● 小学校のオーケストラを全校にご指導願いたい 
● 特色ある学校づくり 
● 小・中学校での英会話能力向上への取り組み強化 
● 英語圏への修学旅行など体験できる事業の実施 
● 多動性障がい（授業不適格）対策 

 
＜学校施設の整備と活用＞ 

● 学校施設の充実を図ること 
● 教育・文化施設の積極的開放 

 
＜スポーツ関連＞ 

・スポーツは（２）生涯学習推進の一翼を担うのではないか。 

● 市の体育大会は陸上競技と球技等とは分けて行う 
● 総合型地域スポーツクラブの積極的対策→コミュニティ地区レベルでの推進 
● いろいろなスポーツ教室も同じ人がいくつもしている。１人１スポーツを目標 

 

（２）生涯学習 

＜生涯学習の推進＞ 

 ・生涯学習の推進は（１）スポーツ関連の教育を通じても図れるのではないか。 

○ 公民館の各種事業（ボランティア含む）はよく行っている 
○ 生涯学習の推進については各公民館とも活発に行っている 
● 生涯学習関係施設の運営の民間活用（図書館・公民館・学習情報センター等） 

 

＜地域文化の醸成＞ 

● 青年団の復活を計画しては 
● 子ども会と老人会の交流推進への支援 

 
＜団塊活用＞ 

● 団塊の世代を中心とした具体的支援事業の推進 
● 団塊の世代の地域活動へ参加しやすい仕組みづくり 
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（３）文化 

＜文化施設＞ 

● 文化会館の建設 
● 文化・芸術のイベントなどを実施できる施設が不十分 
● グリムの館・森への交通アクセス 

 
＜文化財＞ 

● 地域文化財の保護活用。地域博物館（民活ネットワーク） 
● 文化財の保護と PRを積極的に行う 
● 史跡・国分寺・尼寺跡の建造物を計画しては 

 
＜知的文化の創造＞ 

● 民・学・産・公連携した知的創造の構築 
● ゆかりの文化人等の活用 

 
 

以上 
 


